
中学生ボランティアが地域の手助けを！
平成20年に行った市内の自治会町内会を対象としたアンケートの結果から、役員・会員の高齢化が

地域の課題の上位を占めていることがわかりました。瀬谷区の自治会町内会でも高齢化の進行に

より地域活動の担い手不足が課題となっています。そこで、第10号では、地域活動の担い手

不足解消の一助となるような活動事例を紹介します。

地域の中には、イベントや行事等に、中学生にボランティアとして参加してもらい、運営

の手伝いをお願いしているところがあります。

今回は三ツ境地区と瀬谷第四地区のレクリェーション大会で中学生ボランティアが運営を

お手伝いしている姿にスポットライトをあてて、活動などを取り上げました。

第10号
平成23年 11月

三ツ境地区レクリェーション大会

瀬谷第四地区レクリェーション大会

用具運びのお手伝い！

昼食タイムに演奏しました♪
よ～い、どん！！

よくがんばったね！！



三ツ境地区と瀬谷第四地区は、レクリエーション大会に中学生がボランティアとして運営に参加しています。

参加を依頼した経緯やボランティアとして参加している生徒たちの声、活動状況などを取材しました！

昨年まではレク大会運営役員として、各自治会か

ら5～6人お願いしていましたが、高齢化に伴い担

い手がなく各自治会とも選出に苦労していました。

そこで以前から原中学校が生徒のボランティア活

動に熱心に取り組んでいることを聞いていましたの

で、校長先生にお願いし、今年から大会の運営に参

加してもらいました。

三ツ境地区

原中学校のボランティアと地域の運営役員のみなさん

以前は各自治会から10人程度選抜してもらっていまし

たが、地区の高齢化に伴い、役員に選出される人も高齢化

し、用具の運搬や選手の所定場所への移動など体力的に難

しく、役員のなり手がなく各自治会とも選出に苦労してい

ました。

そこで東野中学校に生徒ボランティアの相談をしたとこ

ろ、協力を得られることが分かり、昨年から中学生ボラン

ティアとして、大会の運営に参加してもらっています。

瀬谷第四地区

中学校の生徒に運営役員をお願いした理由をおしえてください

ボランティアの生徒たちが運営役員として参加した印象は？

・忙しかったけど、小学生に賞品をわたすのが楽しかったです。
・仲間や地域の人と協力しながらできているのがよかった。
・最初はもっと大変だと思っていたけど、やって見たら出来たの
で楽しかった。地域のひとたちのためになるなら、今後もやっ
てみたいと思いました。

・みんなの楽しい姿をみてよかったです。やりがいがありました。

・疲れたけど楽しかった。地域のみんなの笑顔が見られてボラン
ティアに参加してよかったです。

・いろいろな人と話せて楽しかった。来年も参加したいです。

中学生ボランティアさんたちの声

諸橋三ツ境地区連合会長

小野瀬谷第四地区連合会長

準備体操する東野中学校のボランティアのみなさん

若い人は躍動感がありますね。地域の人たちは、生徒が地域の活動に

参加し、一生懸命働いている姿を見るとうれしい気持ちになりました。

地域が元気になっているのを感じます。原中ボランティアや先生方に大

変感謝しています。是非、来年もお願いしたいと考えています。

中学生のみなさんは体育祭などで運営経験をしているので、スポーツ推進委員が役割を

説明すると理解してスムーズに動いてくれます。 十分に役割を担ってくれており、本当に

ありがたく感謝しています。各自治会の会員からも東野中の生徒さん達には感謝している

との声が数多く出ていると聞いています。

スポーツ推進委員が募集ポスターを15枚作成し、

学校に掲示をお願いしました。ポスターを掲出したの

が大会の2週間前で時間がなかったので、ボランティ

アが集まるか心配していましたが、24人の生徒たち

が運営役員として参加してくれました。

先生がボランティア募集のプリントを作成・配布してくだ

さり、募集したところ、40人の生徒が応募し、スターター

や着順判定などの運営に参加してくれました。

また、昼休みのアトラクションとして吹奏楽部の生徒40

人が参加しました。

ボランティア募集はどのようにしましたか？

細井スポーツ推進委員地区会長

管スポーツ推進委員地区会長
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編集後記

今回は2地区のレクリェーション大会の中学生の運営を紹介

しました。地域の担い手不足解消のヒントになったのではない

でしょうか。

また、地域運営補助事業の対象団体の活動もお住まいの地区

の活動に参考にしていただければ、幸いです。

次号は地域運営補助金事業の活動の特集を予定しています。

瀬谷区地域運営補助事業対象団体の活動状況を紹介します！

今回は、細谷戸ビーハイブ実施委員会と南瀬谷地区地域福祉保健計画推進協議会の活動状

況を紹介します。

細谷戸ビーハイブ実施委員会

南瀬谷地区地域福祉保健計画推進協議会

『みなみせや情報通信』11月創刊！！

南瀬谷地区地域福祉保健計画推進協議会は、11月に

『みなみせや情報通信』創刊号を発行しました。

自治連合会と地区社会福祉協議会のメンバー５名による

編集委員が、地域情報の広報紙発行に向けて、昼夜を問

わず話し合いを重ねました。

南瀬谷地域に住んでいる方に、地域の情報をまとめて

わかりやすく提供することを念頭に作成しています。

創刊号は、防災の特集をはじめ、高齢者サロンの紹介

や、「知ってますか？南瀬谷」と題し、南瀬谷地域で気

軽に利用できる公共施設の紹介などを掲載しています。

今後も継続して「みなみせや情報通信」を発行します。

第1回細谷戸ビーハイブ実施委員会を10月13

日に開催し具体的な活動について話し合いを行い

ました。

その結果、第一弾としてビーハイブの活動を地

域の方々に知ってもらうため「細谷戸ビーハイブ

広報紙」を発行することことになり、１0月末に

約1500部作成して全戸配布をしました。

今後の広報計画は、見守りを希望する人や見守

りの担い手の募集、ビーハイブ活動を随時紹介す

ることなどです。また、見守り活動に関する研修

会を11月に開催することで準備を進める予定で

す。

活動第一弾「ビーハイブ活動を知ってもらおう！」


	1面
	２・３面
	4面

